
患 者 I D @PATIENTID 主治医 　　　　　　　　　　　                           印

患者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@PATIENTNAME 担当医

病　　　名　　　　　　　　 @DISEASE パス名               ウイルス性胃腸炎パス 担当看護師

経過
（手術日・退院日など）

1日目　　　　／　入院日 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目　　／退院日

日　時 ／ ／ ／ ／ ／

治療
　薬剤（点滴・内服）

ふだん飲んでいる薬などがある場合は、看護師に
お知らせ下さい
点滴をします。点滴中は、看護師が適宜点滴の漏れなど
がないかを確認に伺います

内服薬（整腸剤、下痢止めなど）が、
開始になる場合があります

点滴の針を抜き、退院になります

処　置 体温・脈拍・血圧測定をします
体重測定をします
体温・脈拍・血圧測定をします

体温・脈拍・血圧測定
をします

体重測定をします
体温・脈拍・血圧測定をします

体温・脈拍・血圧測定をします

検　査
必要に応じて、採血・Ｘ線・尿・便の検査、
ロタ・アデノウイルス検査（休日はできません）等
を行います

食　事

医師の指示で食事・水分共に摂取できない場合がありま
す。食べ物のアレルギーが
ある方は、看護師にお知らせください
病棟内での食事・飲み物の持ち込みは
できません

清　潔 点滴が終了後、シャワー浴ができます

安静度
リハビリ

教育・指導
（栄養・服薬管理）

退院時は医師から説明があります

患者さんおよび
家族への説明

　　注1　病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得るものである。
　　注2　入院期間については、現時点で予想されるものである。
    ●栄養に関する計画（特別な栄養管理の必要性： 有 ） 記載日　　　　　　年　　　月　　　日 （本人・家族）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入院診療計画書

排　泄

尿の量を測定します。測定の方法は看護師より説明があります
ベッド上で排泄していただきます

症状の改善に伴い、点滴が終了します
点滴の針は食事の摂取状況やお腹の症状によって
抜かない場合があります

症状が改善すれば、麦茶やお食事の摂取が開始になります。
症状によってお食事は、小児易消化食という特別食から開始に
なる事があります
お食事の内容
小児易消化食1・・・おかゆなどの主食のみ
小児易消化食2・・・おかゆと柔らかいおかず２品程度
小児易消化食3・・・おかゆとおかず２，３品
普通食  ・・・年齢に応じた食事

点滴中は、蒸しタオルで体を拭きます

点滴終了後は、トイレに歩行できます。尿の回数と時間をご記入ください

必要に応じて、採血・Ｘ線・尿検査等を行います

入院中は、看護師が便の状態を観察しますので、便が出た時は毎回看護師にお知らせ下さい。下痢などで、おしりが荒れやすいので、こまめにオムツ交換をします

嘔吐や、下痢がないことを確認し、食事摂取量が問題がなければ、
退院になります

※入院時、看護師より入院生活について説明します。ご心配な事などありましたら、お申し出ください
※病状説明は、平日の面会時間内に主治医が行います（個人情報保護のため、電話でのお問い合わせはご遠慮ください）
※入院中のお薬について、薬剤師より説明があります
※ベッドからの転落・転倒防止のため、お子様から少しでも目を離される時は、ベッド柵を必ず一番上まで上げてください
※退院時、お渡しする書類や、お薬がありますので、看護師からの説明をお待ち下さい
※退院後の症状の変化等がみられたときは、平日午前１１時半までの時間でしたら、小児科外来に受診してください。その他の時間帯であれば、病院に相談の電話をしてください
※身体的苦痛の緩和・精神的苦痛の緩和に対する看護を行います

点滴中は、ベット上で安静にお過ごし下さい 点滴が終了後、お部屋の中でお過ごし下さい

内服や入院生活で心配な事がありましたら、薬剤師・医師・看護師にご相談下さい
薬のアレルギーのある方は、看護師までお知らせ下さい
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